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要要約約

 

本研究の目的は，達成目標志向性がシャトルランテスト時の感情に及ぼす影響を明らかにするこ

とであった．研究方法は，大学生 172名を対象として実験法であった．実験で実施した運動課題は，

20ｍシャトルランテストであった．テスト開始前には，達成目標志向性尺度，感情を測定する尺度

で構成された質問紙への回答を求めた．テスト終了後は，感情を測定する尺度への回答を求めた．

得られたデータについて，達成目標志向性の各変数から感情の各変数への影響について構造方程式

モデリングによる分析を実施した．分析の結果，課題志向性からは快感情とリラックス感へ正の影

響が示された．一方，自我志向性からは不安感へ正の影響が示された．テスト開始前の感情の各変

数からテスト終了後の感情の各変数への影響については，開始前の快感情からは，終了後の快感情

及びリラックス感へ正の影響が示された．開始前のリラックス感はどの変数にも影響を示さなかっ

た．開始前の不安感からは開始後の不安感に正の影響が示された．これらのことは，達成目標志向

性の違いがシャトルランテスト時の感情の変化に影響していることを示している． 
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１． はじめに 

運動の開始から終了までに経験する感情の変化には，運動中の心身の状態やパフォーマンス等，

様々な要因が影響する．これらの要因により運動中の感情の変化はダイナミックな様相をなすと考

えられる．特に他者と競うような運動課題であれば，運動中の他者と自己の状況が変化することに

より感情もダイナミックに変化することは想像に難くない．スポーツにおける動機づけ理論として

長らく研究が展開されている達成目標理論（Nicholls, 1989）では有能さの捉え方の個人差が認知，

感情，行動に影響することを明らかにしてきた．この場合の有能さの捉え方には個人内基準と他者

基準があり，前者は努力した量で有能さを評価する課題志向性，もう１つは他者と比較して有能さ

を評価する自我志向性と呼ばれている． 

これまでにDuda（1989）や Roberts et al.（1998）の尺度開発を受けて，国内外を問わず多く

の達成目標志向性研究が行われた．初期の研究では，課題志向性は有能感の高低に関わらず適応的

な動機づけが維持されるのに対して，自我志向性は有能感の低い場合に不適応的な動機づけに陥る

こと（Duda, 2001）が注目されていた．これは，Roberts（2001）が動機づけはダイナミックな心

理過程であると言及していたことに合致しており，その後の盛んな研究につながっていく．確かに，

いくつかの研究では，そのダイナミックな様相の理解を促すことに貢献する研究成果が提出されて

きた． 

例えば，Cury et al.（1997）は，自我志向性で有能感が低い者は，自我志向性で有能感が高い者，

課題志向性で有能感が低い者，課題志向性で有能感が高い者のいずれよりも，バスケットボールの

ドリブルテストの待ち時間で自主練習の時間が短かったことを明らかにした．また，Sarrazin et al.

（2002）は，Cury et al.（1997）と同様の方法で実験参加者をグループ分けし，壁登りの運動課題

時の心拍数の違いを分析した．その結果，自我志向性で有能感の高い者は，難易度が高いコースほ

ど，低い心拍数になることを明らかにした．そして，藤田・末吉（2010）は，達成目標志向性がシ

ャトルランテスト時の諦め意図と努力意図に及ぼす影響を検討したところ，課題志向性が高い者は

自我志向性が高い者よりも努力意図が高いこと，また，自我志向性が高く自己効力感が低い者は諦

め意図が高いことを明らかにした．その後も，60ｍ短距離走を運動課題とした実験（Ring & 

Kavussanu, 2018）では，実験中にチート行為をする者はそうではない者よりも自我志向性尺度の

得点が高いことが示されており，達成目標志向性研究により動機づけのダイナミックな心理過程の

様相の理解は進みつつある． 

しかしながら，運動時に生じる感情の変化について，運動課題を実験に組み込んだ研究はない．

Ntoumanis & Biddle（1999）や Lochbaum et al.（2016）のメタ分析，また，その追試である

Lochbaum et al.（2016）で示された達成目標志向性研究において感情的な変数を扱った研究の全

てが質問紙調査による相関研究でああり，達成目標志向性によるダイナミックな感情の変化が明ら

かにされてきたとは言い難い．そこで本研究は，達成目標志向性がシャトルラン時の感情に及ぼす

影響を明らかにすることを目的とした． 



藤田勉：達成目標志向性がシャトルランテスト時の感情に及ぼす影響 113

１． はじめに 

運動の開始から終了までに経験する感情の変化には，運動中の心身の状態やパフォーマンス等，

様々な要因が影響する．これらの要因により運動中の感情の変化はダイナミックな様相をなすと考

えられる．特に他者と競うような運動課題であれば，運動中の他者と自己の状況が変化することに

より感情もダイナミックに変化することは想像に難くない．スポーツにおける動機づけ理論として

長らく研究が展開されている達成目標理論（Nicholls, 1989）では有能さの捉え方の個人差が認知，

感情，行動に影響することを明らかにしてきた．この場合の有能さの捉え方には個人内基準と他者

基準があり，前者は努力した量で有能さを評価する課題志向性，もう１つは他者と比較して有能さ

を評価する自我志向性と呼ばれている． 

これまでにDuda（1989）や Roberts et al.（1998）の尺度開発を受けて，国内外を問わず多く

の達成目標志向性研究が行われた．初期の研究では，課題志向性は有能感の高低に関わらず適応的

な動機づけが維持されるのに対して，自我志向性は有能感の低い場合に不適応的な動機づけに陥る

こと（Duda, 2001）が注目されていた．これは，Roberts（2001）が動機づけはダイナミックな心

理過程であると言及していたことに合致しており，その後の盛んな研究につながっていく．確かに，

いくつかの研究では，そのダイナミックな様相の理解を促すことに貢献する研究成果が提出されて

きた． 

例えば，Cury et al.（1997）は，自我志向性で有能感が低い者は，自我志向性で有能感が高い者，

課題志向性で有能感が低い者，課題志向性で有能感が高い者のいずれよりも，バスケットボールの

ドリブルテストの待ち時間で自主練習の時間が短かったことを明らかにした．また，Sarrazin et al.

（2002）は，Cury et al.（1997）と同様の方法で実験参加者をグループ分けし，壁登りの運動課題

時の心拍数の違いを分析した．その結果，自我志向性で有能感の高い者は，難易度が高いコースほ

ど，低い心拍数になることを明らかにした．そして，藤田・末吉（2010）は，達成目標志向性がシ

ャトルランテスト時の諦め意図と努力意図に及ぼす影響を検討したところ，課題志向性が高い者は

自我志向性が高い者よりも努力意図が高いこと，また，自我志向性が高く自己効力感が低い者は諦

め意図が高いことを明らかにした．その後も，60ｍ短距離走を運動課題とした実験（Ring & 

Kavussanu, 2018）では，実験中にチート行為をする者はそうではない者よりも自我志向性尺度の

得点が高いことが示されており，達成目標志向性研究により動機づけのダイナミックな心理過程の

様相の理解は進みつつある． 

しかしながら，運動時に生じる感情の変化について，運動課題を実験に組み込んだ研究はない．

Ntoumanis & Biddle（1999）や Lochbaum et al.（2016）のメタ分析，また，その追試である

Lochbaum et al.（2016）で示された達成目標志向性研究において感情的な変数を扱った研究の全

てが質問紙調査による相関研究でああり，達成目標志向性によるダイナミックな感情の変化が明ら

かにされてきたとは言い難い．そこで本研究は，達成目標志向性がシャトルラン時の感情に及ぼす

影響を明らかにすることを目的とした． 

２．研究方法 

大学生 172名を対象とした実験法を実施した．実験の運動課題は，20ｍシャトルランテストであ

った．藤田・末吉（2010）は，以下の 4点から達成目標理論の検証にシャトルランテストが適した

実験課題であるとしている．1）運動の遂行は，被験者の判断あるいはペースによるものではなく，

電子音に合わせることが課せられている．2）シャトルランテストは個人で行うが，複数の被験者

が横一列に並び同時に測定されることから，他者とのパフォーマンスが比較される状況，すなわち，

競争に近い状況が設定される．3）シャトルランテスト開始後，電子音のペースに合わせて運動を

遂行するが，その電子音の間隔が徐々に短くなっていくため，被験者への負荷も徐々に増し，運動

の遂行に困難さが与えられる．4）2 度目の電子音に間に合わなくなるまで運動は遂行されるが，1

度目の電子音に間に合わなかった時点で，被験者は次回遅れればテスト終了が強いられるという状

況が設定される． 

実験を開始するにあたり，実験参加者には実験内容の説明等を実施した．その後，実験への参加

は強制ではないこと，運動を開始した後でも中止して構わないこと，実験で収集されたデータは統

計的に処理されるため，個人情報が公表されることはないこと等を伝えた．また，実験者は参加者

の授業担当教員であることから，実験への参加不参加ならびに実験でのパフォーマンスが授業の成

績に影響することがないことも伝えた．以上の説明を理解した上で，実験への参加に同意する場合

には，配布した調査票に署名するよう伝えた．実験参加を依頼した全員が同意の署名をしたことか

ら，質問紙への回答を依頼した． 

シャトルランテストのコースは，体育館内のフロア上に 20m間隔の 2 本の平行線を白色のテー

プで貼り，ピンク色のコーンを平行線の両端に立てた．テストの実施について，開始後は，CD に

録音された電子音に合わせて平行線の間を往復することを指示した．電子音は片道につき 8 回鳴る

プログラムになっており，8 回目が鳴り終わる頃に合わせて 20m 先のラインに到達し，折り返し

てくること，電子音の間隔は除々に短くなるが，電子音が鳴り終わるまでに 2回連続で反対側のラ

インまで到達できなかった場合，その時点でテストを終了するよう指示した．参加者それぞれがテ

ストを終えた後，運動後の質問項目への回答を依頼した．なお，運動終了後，体調や気分が悪くな

った者はおらず，参加者全員は安全に実験を終えた． 

質問紙を構成した質問項目は，達成目標志向性尺度と運動時の感情を測定する尺度で構成された．

達成目標志向性尺度については，藤田ほか（2010）の尺度を使用した．この尺度は，課題志向性尺

度 4項目，自我志向性尺度 4項目で構成されている．各項目への回答は，「全く当てはまらない（1）」

から「非常に当てはまる（5）」の 5段階で評定するよう求めた．尺度の信頼性の検討として内的整

合性を算出したところ，課題志向性尺度（α＝ .75）及び自我志向性尺度（α＝ .78）のいずれも

満足する水準であった．運動前時の感情を測定する尺度については，橋本・徳永（1996）の尺度を

使用した．この尺度は，快感情 4項目，リラックス感 4項目，不安感 2項目で構成されている． 
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３．結果 

達成目標志向性と感情の相関関係について，課題志向性は，開始前と終了後の不安感を除き，全

ての変数と弱い正の相関が示された．一方，自我志向性は，開始前の快感情とリラックス感，終了

時の不安感と弱い正の相関が示された（表 1）．達成目標志向性の各変数から，終了時の感情の各変

数へのパス，また，開始前の各感情から終了時の感情の各変数へのパスを引き，構造方程式モデリ

ングにより分析した．分析の過程では，有意でないパスを削除することを繰り返した．有意なパス

のみが残った時点のモデル適合度指標は良好な値であった（GFI=.98, CFI=.99, RMSEA=.04）．以

下，最終的なモデル内の影響関係である．課題志向性からは終了時の快感情（β＝.28）及びリラッ

クス感（β＝.18）に正の影響が示された．自我志向性からは終了時の不安感（β＝.28）に正の影

響が示された．開始前の快感情からは，終了時の快感情（β＝.28）及びリラックス感（β＝.17）

へ正の影響が示された．開始前のリラックス感からはどの変数へも影響は示されなかった．開始前

の不安感からは終了時の不安感（β＝.27）へ正の影響が示された（図 1）． 

 

平均値 標準偏差
課題志向性 －
自我志向性 －
快感情（開始前） －
リラックス感（開始前） －
不安感（開始前） －
快感情（終了後） －
リラックス感（終了後） －
不安感（終了後） －

表１．達成目標志向性と感情状態の相関関係

 

 

快感情
（終了時）
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（終了時）

不安感
（終了時）

快感情
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リラックス感
（開始前）

不安感
（開始前）

課題志向性

自我志向性

図１．構造方程式モデリングの結果  
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４．考察 

本研究の目的は，達成目標志向性がシャトルラン時の感情に及ぼす影響を明らかにすることであ

った．実験参加者である大学生は，シャトルランテストの開始前に達成目標志向性と感情を測定す

る項目に回答し，テスト終了時にも感情を測定する項目に回答した．得られたデータについて，達

成目標志向性から感情の各変数への影響を構造方程式モデリングにより分析したところ，テスト終

了時の感情の各変数は達成目標志向性から影響を受けていることが示された．また，その影響はテ

スト開始前から終了時にかけての感情の各変数の安定性と同等以上であることが明らかになった． 

終了時の快感情には，開始前の快感情と課題志向性から正の影響が示された．また，終了時のリ

ラックス感には，開始前の快感情と課題志向性から正の影響が示され，開始前のリラックス感から

は影響が示されなかった．これらのことは，個人内基準で有能さを評価する傾向がある課題志向性

にとって，シャトルランテストで全力を尽くすことは有能さの獲得と同意であり，その結果として，

快感情やリラックス感を経験すると考えられる．終了時の不安感には，開始前の不安感及び自我志

向性から正の影響が示された．これは，他者基準で有能さを評価する傾向がある自我志向性にとっ

て，他者がテストを継続している中で自分が離脱していくこと，たとえ，他者より継続していても

間隔が短くなる電子音の速いペースに間に合わずにテストから離脱することは有能さの欠損と同意

であり，その結果として，終了時の不安感を経験するのではないかと思われる． 

シャトルランテストの開始前から終了時までの感情の安定性と同等以上に達成目標志向性が終

了時の感情に影響するということは，開始前に測定した達成目標志向性がシャトルランテスト終了

後の感情を予測していることを意味している．すなわち，課題志向性は終了時に快感情やリラック

ス感のようなポジティブ感情を経験するが，自我志向性は不安感のようなネガティブ感情を経験す

るということである．したがって，Duda（2001）が言及するような達成目標理論の仮説が検証さ

れたといえる． 

Ntoumanis & Biddle（1999）のメタ分析では，15の研究から 2980名のデータを使い，達成目

標志向性からポジティブ感情及びネガティブ感情のパスモデルを検証した．その結果，課題志向性

からは，ポジティブ感情（β＝.52）へ正の影響，ネガティブ感情（β＝-.26）へ負の影響が示され

た．一方，自我志向性からは，ポジティブ感情への影響は示されず，ネガティブ感情（β＝.08）へ

正の影響が示された．このメタ分析の結果を踏まえると，本研究の結果は妥当であると解釈できる．

しかしながら，このメタ分析のデータとなった先行研究の全ては調査研究である．特に自我志向性

からネガティブ感情への影響の弱さからすると，達成目標理論の仮説が検証されているとは言い難

い．それに対して，本研究では，自我志向性のデメリットが示される実験環境の中でデータが収集

されたことを強調したい． 

本研究では，感情の測定について，シャトルランテストの開始前に 1回目の回答を求め，終了時

に 2回目の回答を求めた結果，感情の各変数の 1回目と 2回目の相関は弱い正の相関又はほぼ無相

関であった．また，開始前と終了時までの感情の各変数の安定性と同様以上に達成目標志向性の影
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響が示された．これらのことは，シャトルランテストの開始前と終了時までの間にダイナミックな

感情の変化が生じていること，そして，その変化の仕方が課題志向性と自我志向性では異なること

を示唆している．しかしながら，本研究で示せたダイナミックな感情の変化とは，開始前と終了時

の同じ種類の感情間の相関関係と，課題志向性あるいは自我志向性からの影響という観点からの考

察にすぎない．よりダイナミックな様相を解明していくためには，量的なデータを統計的に分析す

ることに加えて，面接法により質的なデータの分析も必要になると考えている． 
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響が示された．これらのことは，シャトルランテストの開始前と終了時までの間にダイナミックな

感情の変化が生じていること，そして，その変化の仕方が課題志向性と自我志向性では異なること

を示唆している．しかしながら，本研究で示せたダイナミックな感情の変化とは，開始前と終了時

の同じ種類の感情間の相関関係と，課題志向性あるいは自我志向性からの影響という観点からの考

察にすぎない．よりダイナミックな様相を解明していくためには，量的なデータを統計的に分析す

ることに加えて，面接法により質的なデータの分析も必要になると考えている． 
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